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論文内容の要旨

本論は，現代制御理論や学習制御(繰り返し制御)に代表される新しい制御技術を，情報記録機器に応用する事に

よって，記録媒体一録再ヘッド問の位置決め精度を向上し特にそのトラック密度を向上させる事で次世代の高面記

録密度を達成しようとしたものである。以下に本論各章の要旨を示す。

本論 1 ,.._, 2 章においては，特に磁気テープ装置や光ディスク装置における位置誤差検出法とその改善策や，駆動機

構要素の開発事例及びモデリンク、、方法について論じた。第 3 章では，情報記録機器の制御システムにおける周波数特

性シェイピングを，古典制御から LQG 理論や H∞制御まで論じるとともに，応用例として，磁気テープ装置の可動

ヘッドシステムに状態オフ守ザーバを用いて， 2μrrf /bit もの面記録密度を達成した結果を示した。第 4 章では，光

デ、イスク装置のトラッキング制御システムに繰り返し制御を応用し追従誤差O. 1μm 以下を達成した結果について，

第 5 章では外乱推定により VTR やビデオムービーのモータ制御システムにおいて，外乱補償を行い，ジッタやワウ

フラッタを改善した結果を示した。

論文審査の結果の要旨

情報記録密度の高い情報処理機器を実用化するには，極めて微細な記録領域に整然と信号を書き込み，かっ確実に

再生するための高精度の機構制御が必要である。本論文は，磁気テープ装置および、光ディスク装置を対象に，精密制

御の研究開発成果をまとめたものである。

まず高精度の制御を行うために必要なトラック誤差やフォーカス誤差の検出精度改善法を開発しその効果を実証し

た。ついで駆動機構の動特性モデルを作成し駆動方式の違いや高次機械共振の影響を明らかにした。

制御系設計の観点からは，新しい設計理論の適用により磁気テープ装置のトラック性能を格段に改善できること，

フィード、バックループ特性の設計において従来必要であった試行錯誤を省けることなどを実証した。周期的な目標に
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追従する制御に有効な繰り返し制御の手法を光ディスクのトラッキング制御に適用し制御帯域幅の改善，ディスク

の偏心の影響の軽減等の効果があることを実証した。さらに，システムに加わる外乱を観測できる信号から推定する

ことにより，外乱の効果を補償する手法を開発しモータの回転むらの軽減やビデオ画質の向上などに有効であるこ

とを実証した。

このように本論文は，磁気記録装置と光記録装置における記録の高密度化のための制御手法およびこれを支える計

測技術，モデリンク守等について，多くの有用な成果を得たものであり，博士(工学)の学位論文として価値あるもの

と三忍める。


